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第4号科学衛星（CORSA－b）の

打上げ結果の評価について

　　　　　　（報　　告）

● 昭和54年7月

宇宙開発委員会第四部会



殴
第4号科学衛星（CORSA－b）の打上げ結果

の評価について（報告）

昭和54年7月2日
宇宙開発委員会第四部会

　　　　　は　じ　め　に
（●
　　　　　　　宇宙開発委員会第四部会は，東京大学宇宙航空研究所による第4号科学

　　　　　　衛夙（00RSA一一b）の打上げ及び追跡管制結果を評価するために必要

　　　　　　な技術的事項について，昭和54年6月15日以来，慎重に調査審議を行

　　　　　　ってきたが，このたびその結果をとりまとめたので報告する。
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　　　　　1　第4号科学衛星（・CORSA－b）の打上げ，

1，打上げの概要
　　　　　　　　：；ド　　　　　　・　　：と㍉　f・モ；；…冷ヒ：’・

（1》目　　的

　　　相の打上げは・、珂一30唾聯終マで第4号科学解（CORSA

一国！暫地点嘩肺吻遠地点酵約15・㎞の楕円軌道畷

入し・x L．瑚㌻子ト・轡x繹界等の棚を行うことを目的

　　としたものである。．

（2）M－3C哨4・号機の概要r　．｛　・　・’ ！　　㌃、

　　　M－3G－4号機の形状及び主要諸元は，・それぞれ第1・図及び第1表

　　に示す通りであるσ…　　　’唱…　　　　　．1∫舷』〔培　一’1

　　　第1段は固体のM一ユ。モータ及び8本め補助ブー・・スタから成ってい

　　る。

　　第2段は固体のM－22モー・タ〆ロ」ル軸制御を行うサイ・ド：ジェヅト

　装置並びにピッチ及びヨー軸制御を行う推力方向制御（’↑V層σ）’装置で

　構成されている。

　　第3段は球形の固体のM・一3Aモータより成り，その上部にCORSA

　－bカ1搭載されている。「：・㌔　　　　　　恥）、

（8） 謔P．騨衛星（cg，ミSA－b）畷三：

　　0『、岐SA鴫bの陣地対向面距卿r、51岬正野柱の下端圃立

　した載頂八角錐がついたもので，ア．ンテナを除いた高さは655㎜であ

　る。また「：衛皐重軍膝約95Kgである。

　　第4号科学衛星（CORSA－b）の外形及び構造図は，それぞれ第

　　　　　　　　　　　　　　　冒縞1一
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2図及び第3図に示す通りである。

（4）打上げ経過及び結果

　　発射時刻：昭和54年2．月21日14時00分（日本標準時）

　　打上げ場所：東京大学鹿児島宇宙空間観測所
　　へ　の　ロ　　　　　　ロ　　ロ　ニ　　　　　　　　　　　　　　ヲ　　　ロ　コ　　の　　　コ　ぞ　　　　の

　；’噌葵！射’　角：上下角74．5。，方位角93。

一蹴蝕叩上風醜働イ・気鵬5．r
　　者段・ケットめ帯側び誘導制蹴醐に行われた・　　糟
　　第、段は騨軌道よ賠干下向き，北寄魔飛しょうしたたあ・第2

　段点火前にコマンドにより第2段姿勢基準角にピッチ軸方向十α5。，

i．．ヨ・7軸方向一7～1・2P・の修正を加えた。潔デ㌧　　　　　　・1

　　また，第2段飛しょう中に得られた速度が，計面値より若干大きかつ

　たQで，．最終遠地点高度の増加奮防ぐ隔う1，第3段噴射方向に制御を加

　えた。

　　・第3、段モヲ・は発射後7分2．＆秒に挙隅れ・CORSA’rbは次表

斗に示劣軌道に投入さμ残。一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　．　　『

　　　　　’E；＝i　　　　・’！
計画値 ・実測値・

近地点高度（㎞） 550 ・与．4・5：

遠地点高度（㎞） 650 577
；　　．

　　　　　　　　㌧　’O道傾斜角（度プ き。 29．9

『凋’　期扮）
雪詰

K
、
・
　
　
■

　　；　　」

X6

謙
頑：「

1、語和お4年朗23日現在）

ごジ’・llジ　　　　，㌦　’7－　2・　…　’

丁も●

　00RSA－bに搭載された機器は正常に動作し多ぐの貴重な観測デ

ータが得られている。衛星のスピン周期は6秒’ないし1：2秒¢；範囲に制

御され瓦その方向を一角獣座かちペジ（帆）座にむけられた61回線観測

獲置の高電圧電源の投入は，ご3月2’旦ガ・ち4・日にかけて行われ∫ヂ各機器

が正常に動作することが確認された。衛星内部温度は2．0℃前後で現在

まで適正な値に保たれているb　　　　・

　3月上旬からジペラ座，汝ンタウルス座の観測を経て，さそり座にあ

るX漸落S◎OX÷1．でX線観測装置を較正して，・4丹7’日以来X線バ

ーストの観測を行っている。第4図に，こ也ちの観測にともなって行っ

た姿勢制御によるスピン軸方向の軌跡を示す。・’3月r9日に超軟X線観

測装置（VSX）の4個の比例計数管のうち，．1個（VXPr・4）から・

測定用ガズが漏洩したため，その比例計数管へのガス供給を止めたが，

他の比例計数管によゑ観測は支障なく行われている。こ．

2　打上げ結果の分析と今後の対策　　　．・．☆．・・；1．、、

　　前述のとおり，’CORSA－b・は，軌道投入後予定の観測を継続一して鉛

　り，：所期の目的牽達成，したと考えられる6またド超軟X線観測装置の測定

川ガスの漏洩について分析した結果は以下のとお1ムである6．∴院

（1）　状’況

　　　超軟X線観測装置は，有効面積80c㎡の4個のガスフロー型比例計数

　　管を検出器として夢り，各計数管には自動的に測定用ガス（メタンガス）

　　が補給される仕組みとなっている。

　　　3月19日に：，1個の比例計数管へのガス補給量が増えたため，搭載

　　ガス量にも限りがあるので，その比例計数管へのガスの供給を停止し，

　　　　　　　　　　　　　　　一i3．一



ず

　　　　　　　以後これによる観測は行っていない。

動，　　『（2）原　因
　　い’一・…・姻不具合の生じた緻x線騨鑓の検出器は・地上に覚る顯

　　　　　　　空試験では，ガスの融は棚されて晩いこと・打上げ後縦ケ服

　　f　に不具合が生じていること及びガスの漏洩量から判回ると鹸出器の

　　　　　癌窓材として使用されているポリブ・ピ〃薄膜（購1ミ如ン’）が宇

　　　　　　　宙塵によ獺傷したことがガス融の原因と推定される・な綱様の薄

　　　　　　　換を使用した外国の醒でも同じような例時励・やは三三が損傷し

　　　　　　　たものと推定されている。
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　（3）今後の対策

．…凶超軟x線翻の検出器の窓材として剥ブ・ピレン纐を用いる方法

一こ・ ﾃ本で開発されたもので，その後各国も殆んど剥ブ・ピレ膿腫を使

　　使用している。

　　　現在のところ測定すべきエネルギー帯と材料の搬『・x四過率から

，じみ，て、．この利力ピレ瘤膜カミ窓材として鰭のものと考えられる・

皿　総　合意　見

　東京大学宇宙航空研究所が実施したM－30・一4号機による第4号科学衛‘

風（00RSA－b）の打上げについては，衛星をほぼ所定の軌道に投入す

ることに成功し，かつ，衛星搭載機器による観測も予定どおり行われている

ことから・所期の目的を達成したものと考えられる。
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第1表　M一一3C－4号機の主要諸元
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1　段 2　段 3　段

杢　長（の
2α241 8，395 2，306

κこ　径（拠） 1，410 1，410 1，136

噌各段点火時重量

@　（t）

37．6

S．1（SB） 11．0

1，235

ｿ096（SA）
41．7 1，331

推進薬重量

@（t）

2α7

≠V（SB） 7．22　； 1．08
　　　一一・　・

Qa4

平　均　推　力

@（t）

88．2

P316×8
@　（SB）

36．4 6．82

燃　焼　時　間
isec　）

60

V．7（SB）
72 53

SB：補助ブースタ（直径α31”，長さ5．8初，2本組x4）

SA：人工衛星

　　　　　　　　　　　一7一
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第3図　第4．号科学衛星（CORSAやb）の構造
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VSX
S：FX

HDX
SAS

HOS
ND

YYD
MSG
MAC
HK

SCM
TM一・V

TM－U

DP

DR

GM－SA

SCP

BAT
PCU
CNV
JNO
VANT

第2表CORSA－b略語表

超軟X線観測器

軟X線観測器

硬X線観測器

太陽姿勢計

地平線姿勢計

ニューテーションダンハ

ヨーヨーデズピナ

スピン率制御装置

スピン軸方向制御装置

内部環境計測器

太陽電池特性計測器

136MHz送信機

400MHz送信機
機上デー・タ処理装置

データレコー・ダ

コマンド受信機

太陽電池バネル

ニ次電池

電力制御器

コンバータ

電源接続函

VHFアンテナ

　　　　一10一

つ

つ

UANT
HV
TXE

PCUM
CMR
UPD
IG一一PS

VXP
VXV

UHFアンテナ

高圧電源

観測センサー電源

電力制御器モニタ

コマンド受信機

400MHz‘電力分配器

点火電源

超軟X線観測器（スピン軸方向）

　　　’　　　（スピン軸に垂直な方向）

一11一・
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参考1 第4号科学衛星・℃℃0・RSA－bヅ統・越・・’

の打上げ結果の評価について
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昭和54年6、月・6・日

宇宙開発委員会決定

　　　　　　　　　　　　　・嘱・＼『レ∵幽’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワ

　　　　第4号科学衛星（COR、・SArb》・の打」：げ結果を評価するたあ，次によ

つ期査織を行うもρ．回る％．旨、ゴ、．，　　，．

＝
）

1・東京大学宇宙航空研究所が行つだ「第4・号科学衛星（GO・RSA－b），

の打上げ及び追跡管制4，1ρ結果の評価㊧ために必要な技術的事項について，．

調査審議を行う。

2謹野洲部会　働’昭和岬肚瞭終
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参考2

藷．ジ’．；・・，’冷

　部　会　長

踊絵鼻代理

　専門委員

ち‘ξ　・ノ∫∴’∴

　　宇声開発委員会第四部会構成員　　　、．∵。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和54年7月

」　　　　　　　　　　　　　　　　　（50音順）

　佐　貫　亦　男

和甲卜正信

米秋　葉　錬二郎

，府甲茂凋

　田　尾．：r一；’彦

　中　込　雪　男

弁長・州秀・’夫・

米林　　　友　直

　平　井　正　一

　平　木　　　一

　前　田　　　弘

日本大学理工学研究所顧問

東北大学工学部教授，

東京大学宇宙腔研究所教授　6

．名古屋大学工学部教環．

・郵政省電波研究所長

国際電信電話株式会社耕免所長

科学技術庁航空宇宙技術研究所∴

宇宙研究《ル「盛合磯旦

東京大学宇宙航空研究所教授

宇宙開発事業団理事

宇宙開発事業団理事
　　　　　　　　　　　　　　　　つ

京都大学工学部教授

注）　米印の専門委員は，今回の調査審議については，説明者と←て参加

　　した。
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